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公共施設やイベントなど利用時のお願い▷市報こだいらに掲載したイベント・講座などは、中止・変更になる場合があり
ます。利用前に、小平市ホームページから最新の情報をご確認ください。また、施設やイベント利用時、氏名や連絡先な
どの記入をお願いする場合があります。情報は、必要に応じて保健所などの公的機関に提供する場合があります。

◇市報は5日・20日（1月と10月は1日・20日）に発行します。すべての世帯のポストに直接配布するほか、市の施設、市内と
市境にある駅・郵便局・スーパーマーケットなどでも配布します。また、小平市ホームページにも掲載しています。
　市報が届かない場合などは、株式会社小平広告（☎０１２０（９４４）９００）へご連絡ください（月曜〜金曜日午前9時〜午後5時）。

◆安全で配慮ある多様な支援とは
講演会では、災害時の女性支援や多様性配慮の課
題に取り組んでいる瀬山紀子さんを講師に、男女
共同参画視点での防災・減災を話します。
東日本大震災からの教訓や現行の法制度、地域防
災対策の現状を知り、女性の視点で考えませんか。
と　き　 ６月２６日（土）　午後 ２時〜 ３時３０分
ところ　中央公民館 ２階ホール
定　員　①会場…４０人、②テレビ会議システム（ズーム）で視聴…４０人
※①は保育 ５人あります（ １歳から就学前まで）。
申込み　 ６月 ７日（月）から、①は問合せ先へ（電話・電子メール可、
先着順）、②は東京都電子自治体共同運営サービスのホームページ（ス
マートフォンからは ３面欄外のＱＲコードを読み取ってアクセス）へ
（先着順）
主　催　小平市男女共同参画センター登録団体男女共同参画週間講演
会実行委員会、小平市
問合せ　市民協働・男女参画推進課☎０４２（３４６）９６１８、
Akyodo-danjo@city.kodaira.lg.jp

地
域
で
活
動
す
る

音
楽
家
の
コ
ン
サ
ー
ト

▪
ル
ネ
こ
だ
い
ら
ホ
リ
デ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
休
日
の
午
後
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
バ
ン

ク
こ
だ
い
ら
の
登
録
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
迎

え
て
、
華
や
か
な
演
奏
会
を
届
け
ま
す
。

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
バ
ン
ク
こ
だ
い
ら
は
、

地
域
で
活
動
し
て
い
る
音
楽
家
を
募
り
、

登
録
し
て
い
る
も
の
で
す
。

と　
き　
７
月
４
日
（
日
）　
午
後
２
時

開
演

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　
用　
５
百
円
（
全
席
指
定
）

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

出　
演　

H

ホ

ッ

プ

ス

コ

ッ

チ

opscoootch

（
マ
リ
ン
バ

と
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ト
リ
オ
）、

L

ラ

カ

ラ

フ

ァ

acarafa

ア
ン
ド
山
田
大
輔
（
オ
カ
リ

ナ
と
フ
ル
ー
ト
の
ト
リ
オ
）、D

デ

ュ

オ

uo‌
d

ド

ゥ

フ

ル

ー

ル

euxfleurs

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
二
重

奏
）

申
込
み　
６
月
４
日
（
金
）
の
午
前
９
時

か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
問

合
せ
先
へ

H
検
索　
ル
ネ
こ
だ
い
ら

問
合
せ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ

ン
タ
ー
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
０
０
０

▪
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
バ
ン
ク
こ
だ
い
ら　
登

録
団
体
を
募
集

　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
周
辺
で
活
動
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
を
ル
ネ
こ
だ

い
ら
の
名
簿
に
登
録
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
て
い
ま
す
。

　
登
録
す
る
と
、
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
な
ど

を
企
画
す
る
方
の
依
頼
に
応
じ
て
、
紹

介
・
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

H
検
索　
ル
ネ
こ
だ
い
ら

問
合
せ　
小
平
市
文
化
振
興
財
団
☎
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

ス
ト
リ
ー
ト
・
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
１

▪
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
コ
ー
ラ
ー　
ア
ン
ド　

フ
レ
ン
ズ

　
街
中
や
駅
な
ど
に
あ
る
、
誰
で
も
自
由

に
弾
け
る
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
。
演
奏
す

る
様
子
は
、
動
画
投
稿
サ
イ
ト
を
中
心
に

広
ま
り
、
演
奏
者
は
幅
広
い
世
代
か
ら
人

気
が
あ
り
ま
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
至
高
の
技
を
持
つ

ピ
ア
ニ
ス
ト
が
奏
で
る
音
楽
を
、
映
像
と

と
も
に
楽
し
め
ま
す
。

と　
き　
８
月
１５
日
（
日
）　
午
後
２
時

開
演

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　
用　
５
千
円
（
全
席
指
定
）

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

曲　
目　
白
日
、
ジ
ブ
リ
メ
ド
レ
ー
、
夜

に
駆
け
る
、
鬼
滅
の
刃
メ
ド
レ
ー
、
千
本

桜
、
戦
場
の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
ほ
か

申
込
み　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で

問
合
せ
先
へ

H
検
索　
ル
ネ
こ
だ
い
ら

問
合
せ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ

ン
タ
ー
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
０
０
０

出
演
者
を
募
集

ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
を

弾

こ

う

▪
ル
ネ
こ
だ
い
ら
市
民
ピ
ア
ノ
リ
レ
ー

　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル
の
舞
台
で
、

ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
（
ピ
ア
ノ
）
を
演

奏
し
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
９
月
１９
日
（
日
）　
午
前
１１
時

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

対　
象　
指
定
時
間
帯
で
演
奏
可
能
な
方

※
年
齢
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏
ジ
ャ
ン
ル
は
問

い
ま
せ
ん
。

募
集
部
門　
▽
ソ
ロ
・
連
弾
部
門　
初
級

者
…
ブ
ル
グ
ミ
ュ
ラ
ー
程
度
（
演
奏
時
間

５
分
以
内
）、
中
級
者
…
ツ
ェ
ル
ニ
ー
百

番
か
ら
３０
番
程
度
（
演
奏
時
間
５
分
以

内
）、
上
級
者
…
ツ
ェ
ル
ニ
ー
４０
番
程
度

以
上
（
演
奏
時
間
１０
分
以
内
）

▽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
門　
３
人
以
内
の
ピ

ア
ノ
を
含
ん
だ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
（
演
奏
時

間
１０
分
以
内
、
ピ
ア
ノ
と
持
ち
運
べ
る
小

型
楽
器
（
弦
楽
器
）
な
ど
）

定　
員　
３０
組
程
度

申
込
み　
７
月
２
日
（
金
）
ま
で
（
消
印

有
効
）
に
、
チ
ラ
シ
裏
面
の
申
込
書
に
記

入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
送
付
・
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
可
、
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、
結
果
を
７
月
中
旬
に
送
付
）

※
チ
ラ
シ
は
ル
ネ
こ
だ
い
ら
、
公
民
館
、

図
書
館
に
あ
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

H
検
索　
ル
ネ
こ
だ
い
ら

問
合
せ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
「
ピ
ア
ノ
リ
レ

ー
」
係
（
〒
１８７
︱
０
０
４
１　
美
園
町
１

︱
８
︱
５
）☎
０４２（
３
４
５
）５
１
１
１
、

V‌

０４２
（
３
４
５
）
９
９
５
１

オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会

広
げ
る
互
助
の
輪

あ
な
た
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

引
き
こ
も
り
の
話

　
現
在
、
日
本
に
引
き
こ
も
り
状
態
の
方

は
、
百
万
人
を
超
え
て
い
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
引
き
こ
も
り
の
長
期

化
や
社
会
に
出
た
後
に
引
き
こ
も
り
と
な

る
方
の
増
加
な
ど
も
あ
り
、
４０
代
以
上
の

方
の
割
合
が
多
い
と
い
う
調
査
結
果
も
出

て
い
ま
す
。
引
き
こ
も
り
の
事
柄
は
、
本

人
や
家
族
、
周
囲
か
ら
の
偏
見
な
ど
で
適

切
な
治
療
や
支
援
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い

方
が
多
く
い
ま
す
。

　
講
演
会
で
は
、
知
人
や
家
族
が
引
き
こ

も
り
と
な
っ
た
時
、
何
が
出
来
る
の
か
、

ど
こ
に
頼
れ
ば
い
い
の
か
な
ど
、
心
構
え

や
行
政
支
援
な
ど
を
話
し
ま
す
。

　
講
演
会
は
、テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム（
ズ

ー
ム
）
で
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

と　
き　
６
月
１３
日
（
日
）　
午
後
２
時

〜
５
時

H
検
索　
小
平
青
年
会
議
所

問
合
せ　
小
平
青
年
会
議
所
☎
０４２
（
３
４

３
）
４
８
５
５

５５

歳

か

ら

の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

起

業

講

座

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
地
域

の
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
で
解
決
に
導

く
も
の
で
す
。

　
講
座
で
は
、
座
学
と
意
見
交
換
な
ど
を

交
え
て
学
び
ま
す
。

※
講
座
は
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
ズ

ー
ム
）
で
実
施
し
ま
す
。

と　
き　
６
月
２５
日
〜
７
月
３０
日
（
７
月

２３
日
を
除
く
）
の
金
曜
日　
午
後
１
時
〜

４
時　
全
５
回

対　
象　
５５
歳
以
上
で
地
域
の
仕
事
づ
く

り
に
関
心
の
あ
る
方

定　
員　
８
人

申
込
み　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
（
先
着
順
）

H
検
索　
マ
イ
ス
タ
イ
ル
小
平

問
合
せ　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
イ
ス
タ
イ
ル
☎

０４２
（
３
１
２
）
１
７
８
９

学

ん

で

実

践

女
性
の
た
め
の
起
業
講
座

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

　
女
性
対
象
の
起
業
講
座
で
す
。

　
事
業
ア
イ
デ
ア
は
あ
る
が
、
ま
だ
内
容

が
漠
然
と
し
て
い
る
方
の
た
め
に
、
事
業

へ
の
思
い
を
整
理
し
て
構
想
の
解
像
度
を

上
げ
、
具
体
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
作
り
ま

す
。

※
講
座
は
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
ズ

ー
ム
）
で
実
施
し
ま
す
。

と　
き　
６
月
２１
日
〜
７
月
２６
日
（
７
月

１９
日
を
除
く
）
の
月
曜
日　
午
後
１
時
〜

４
時　
全
５
回

対　
象　
創
業
を
志
す
ま
た
は
創
業
５
年

以
内
の
女
性

定　
員　
８
人

申
込
み　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
（
先
着
順
）

H
検
索　
マ
イ
ス
タ
イ
ル
小
平

問
合
せ　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
イ
ス
タ
イ
ル
☎

０４２
（
３
１
２
）
１
７
８
９

学
校
給
食
レ
シ
ピ
で
作
っ
た

小
平
産
夏
野
菜
カ
レ
ー

市
役
所
食
堂
で
販
売

　
市
役
所
６
階
食
堂
で
は
、
に
ん
じ
ん
、

な
す
、
た
ま
ね
ぎ
、
ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ
ト

な
ど
、
季
節
の
小
平
産
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
し
た
夏
野
菜
カ
レ
ー
を
２
百
５０
食

限
定
で
販
売
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
旬
の
お
い
し
さ
を
味

わ
い
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
６
月
２４
日
（
木
）　
午
前
１０
時

か
ら

と
こ
ろ　
市
役
所
６
階
食
堂

価　
格　
５
百
３０
円

企
画
・
協
力　
小
平
市
農
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
推
進
会
議
・
JA
東
京
む
さ
し
小
平
支

店
指
導
経
済
課

問
合
せ　
産
業
振
興
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
３

老朽化が進んでいることなどから、小平第十一小学校の建て替えが決まりまし
た。市では、新しい小平第十一小学校に関する基本計画を、令和 ３年秋ごろま
でに策定する予定です。
学校の建て替えでは、教育活動の充実や教育環境の向上のほかに、地域の人が
利用できる交流の場などコミュニティ機能も併設し、小学校を地域の核とし
て、地域コミュニティの醸成を目指しています。
このたび、学校や地域からの意見を踏まえ、整備コンセプトなどを整理し、基
本計画の骨子案を作成しました。オープンハウスでは、骨子案の内容、学校や
地域から寄せられた意見などをパネル展示で紹介します。
と　き　 ６月２６日（土）・２７日（日）　午前１０時〜午後 ５時
ところ　花小金井北公民館ホール　申込み　当日、会場へ
問合せ　公共施設マネジメント課☎０４２（３４６）９５５７

市では、令和 ４年度予定の、鷹の台駅前広場整備に向けて設計を進めています。
オープンハウスでは、現在の検討状況をお知らせします。
と　き　 ６月２５日・ ７月 ９日の金曜日　午前１０時〜午後 ４時、 ６月２６日・ ７月
１０日の土曜日　午前 ９時〜午後 １時
ところ　旧三菱ＵＦＪ銀行鷹の台駅前出張所跡地（たかの台３１）付近
※車での来場はご遠慮ください。
問合せ　道路課☎０４２（３４６）９５４８

オープンハウス
鷹の台駅前広場整備の検討状況を紹介

オープンハウス
小平第十一小学校等
複合施設の整備に関する基本計画
骨子案を紹介

男女共同参画週間（６月２３日〜２９日）

講演会　防災・減災に男女共同参画の視点を

男女平等やワーク・ライフ・バランス、性の多様性などの男女共同参
画に関する図書の展示をします。
と　き　 ６月２２日（火）〜 ７月１４日（水）
ところ　中央図書館 １階展示コーナー
問合せ　市民協働・男女参画推進課☎０４２（３４６）９６１８

男女共同参画に関する図書の展示

女性

7時間以上
16.1%

5～7時間
未満
9.8%

3～5時間未満
19.6%

2～3時間
未満
18.1%

1～2時間
未満
10.2%

30～1時間
未満
5.3%

15～30分
未満
6%

0～15分
未満
10.9%

男性

3時間以上　2.8% 無回答
2.8%

無回答
4%

2～3時間未満
6.3%

1～2時間
未満
19.4%

30～1時間
未満
21.3%

15～30分
未満
17.9%

0～15分
未満
29.5%

コロナ禍は
家庭の役割分担を

見直すチャンス

役割分担のこつは、家庭ごとの状況によって違い
ますが、その内容を知ること、家族と話し合うこ
とが大切です。
役割分担の偏りを和らげるこつを紹介します。

本来、家庭での役割は誰がやってもい
いものです。今の役割で負担に感じて
いれば、自分の思いを家族に伝えるこ
とが分担の第一歩です。

役割分担を考える際には、好き・嫌い、
こだわる・こだわらない、得意・不得
意かどうかを含めて、互いの気持ちを
尊重し、無理なく進めることが大切で
す。分担したことは相手に任せ、感謝
の気持ちをしっかり伝えることが、気
持ちよく分担するこつでもあります。

こだはぐが実施した
講座後のアンケートからいただいた声

コロナ禍で働き方が変化し、自宅で家族と一緒に過ごす時
間が増えています。こうした中、家庭内の役割分担が原因
で、負担を感じている家族の事例があるようです。より良
い家族の時間を育むために、家事などの役割分担を見直し
ませんか。
問合せ　市民協働・男女参画推進課☎０４２（３４６）９６１８

男女共同参画週間に合わせ、家庭の役割分担の固定化につなが
ると言われている、性別による無意識の思い込みなどについ
て、パネルの展示や関連したパンフレットなどを配布します。
と　き　６月１４日（月）〜３０日（水）
ところ　市役所１階ロビー、男女共同参画センターひらく
問合せ　市民協働・男女参画推進課☎０４２（３４６）９６１８

役割分担で大切なことは

話し合える関係性

市の調査（小平市男女共同参画推進に関する市民意識・事業所実
態調査報告書・令和３年１月発行）では、平日の家事・育児・介護
に携わる平均時間が、女性は３時間〜５時間、男性は０分〜１５分
が一番多い結果となり、男女で家事に携わる時間に大きく開きが
ありました。男性は仕事が忙しい、女性のほうが家事が得意など、
無意識の思い込みから、いつの間にか役割分担が固定され、家事
の負担が偏ってしまう場合があります。

家庭の役割分担
無意識に偏っていませんか 

お互いが負担にならないために

パネル展　家事の役割分担や無意識の思い込みを紹介
こだはぐは、男女共同参画センターひらくの登録団体です。
産前産後のご家族の応援団として、子育て世代が抱えるさまざま
な悩みごとや課題の解決のために、男女共同参画の視点で講座の
企画・運営に携わっています。

H検索　こだはぐ　小平

小平はぐくみプロジェクト　こだはぐ

このコロナ禍で、女性の家事育児の負担が増えて辛いという
声と、逆に夫がリモートワークになり、負担が減っていると
いう声もあり、二極化していると感じています。お互いの負
担を減らすという思いやりの気持ちから、困難を乗り越える
力が育まれるのではないでしょうか。

家事分担の見直しは、
お互いの信頼を深めることにつながります

こだはぐの皆さん

役割分担のこつ

３月に、市内で活動する団体、小平はぐくみプロジェクト（こだ
はぐ）が実施したオンライン講座、すれ違い育児にならないため
の戦略的家事・育児シェア術で行ったアンケートでは、参加者か
ら役割分担の方法などで、さまざまな声がありました。お互いが
良かれと思って行動していても、時には認識にずれがあり、それ
が相手の負担になっていることがあります。

仕事が忙しく、家事と
育児の分担がうまくで
きず、妻の負担が大き
くなってしまう

無意識のうちに家族間の認識に違いがあります

料理はできるけど、ほかに
何から手をつけていいかわ
からない

共働きだけど、先に気づい
た方が家の事をしている気
がする

みんな家事をやってく
れてはいるけど、まだ
負担を感じる

家事の内容を細分化して

見落とされている
家事の存在を知る
掃除・洗濯・料理など、大まかな分担
ではなく、その家事を完了させるまで
にはどのような工程が必要なのかを整
理し、その中のどの家事を誰がやるの
か、家族で共有することが大切です。

例
洗濯の役割分担で見落とされる作業
洗濯は、洗う、干す、畳むなどの作業
以外にも、手間がかかります。
　▷洗濯物を分ける
　▷汚れのひどいものを手洗いする
　▷洗剤の在庫を確認する
　▷洗濯機の掃除をする

いろいろ指示され、けんかに
なることがあるから、夫婦で
もっと話し合おうと思った

お互いの得意なことや苦手な
ことを認めて、信頼関係を築
くことが大切だと思った


